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韓国モダニストの日本文学受容
一李箱詩と横光利ーをめぐって一
THE RECEPTION OF JAPANESE LITERATURE 
AMONG KOREAN MODERNISTS 
THE CASE OF YI SANG AND YOKOMITSU RIICHI 
佐野正人＊
Yi sang was a korean modernist who wrote poetry and fiction 
during the period of Japanese colonization ’of Korea. Yi sang’s 
relation to Japan is unique: because he believed in the idea of 
universal modernity he was able to escape from the ambivalence, 
the aspiration and enmity, that other Korean intellectuals felt 
toward Japan. It seems, in fact, that through this idea of modernity 
he forcibly tore into and transformed the modernist literature of 
Tokyo and of Japan. As a language cut off, as it were, from its 
nationality, the Japanese that Yi Sang wrote in was a counterpart 
to the universality of modernity. 
Yi Sang’s association with the literature of Yokomitsu can be 
narrowed down to three points: the department store poems, the 
poems about problems with a lover and the series of prose poems. 




Through the motif of the revolution in the sense of sight, Yi Sang’s 
love poems are in sympathy with the characteristics of the drama 
of the gaze and the psyche as landscape seen in the new sensualist 
style of Yokomitsu Riichi. In his prose poem series, Yi Sang is 
in sympathy with the movement toward a revolution in prose style 
emblematized by Yokomitsu’s work，“Kikai”（“Machine.”） Yi 
Sang’s poems bring to light the essence of the idea of the diff eren-
tiation of sight that is considered difficult to see in Yokomitsu. 
Due to the very fact that in his modernist poems he accepted 
Japanese literature directly and indeed to excess, Yi Sang clearly 
points out the possibilities of Japanese modernist literature and 
















































































































































































































































「光のモチー フ」 （同 と連結しながら、視覚の変更と関連づけられていることで
ある。






































































































































(3) 金允植 『李箱研究J （文拳思想社、 1987.12) 「ソウルと東京の間」
(4) 1939年5月（李箱の死後） 『文章J誌に発表
ソジュンソプ










(12) 由良君美「 『蝿』のカメラ・アイj f横光利ーの文学と生活J （桜楓杜 1977. 12）所収。
(13) I朝鮮と建築』1931年7月号
(14) 「神経質に肥満した三角形」「破片の景色J「マの遊戯J「BOITEUXBOITEUSEJ「線に関する
覚書7J
(15) 「光のモチーフJついてはここで詳述できないが、別稿を予定している。
(16) f朝鮮と建築J1931年10月号
間 「顔」「運動」
(18) 1934年7月24日～ 8月8日
(19) I朝鮮と建築J1931年8月号
討議要旨
潟沼誠二氏「三点ほどお聞きしたいことがあります。まず一点は、日本から外国に出
たものについては、取り上げられることが多いのですが、逆に、外国から日本に来たも
のについては、取り上げられることが少なく、そういう点についても、近代全体を通し
て考え直さなければならないのではないかという点が一つ。それから、 『横光における
ヨーロッパ』 と『李箱における日本Jを対比させてみた場合、そこから何が見えてくる
のかについて、お考えをお教え頂きたい。第三番目に、この李箱の韓国文学上における
位置付け、又、このような日本のモダニズム受容について、韓国においては、どのよう
に考えられているのか。何か、韓国文学史上に影響を与えているのかどうかについてお
-104-
教え願いたい。J
発表者「まず第一については、全く、同感です。日本文学が外国から受けた影響だけ
でなく、逆に、日本から流れ出していった、与えていった点については、ほとんど研究
はないように思われます。特に戦前の場合、日本文学というのは、ある意味ではインター
ナショナルなものであった。少なくとも、韓国、台湾においては、直接的な影響があっ
たわけで、その与えた影響については、再検討、再評価されるべきであると思います。
二番目の、 『李箱における日本』と『横光におけるヨーロ ッパ』とが、どのような関係
にあるのかについてですが、李箱における「日本jとは、近代と関わるもので、普遍的、
観念的なものであり、横光における「ヨーロッパ」とは、ヨーロッパをある種の異質性
のようなものとしてとらえたのではないかと思われ、そこに、微妙なずれがあるのでは
ないかと思われます。三番目の韓国文学史上の李箱の位置付けですが、 1930年代に、モ
ダニスト文学の系列があり、一方にプロレタリア文学の系列がある。このような状況の
中におけるモダニズム文学の先頭に立っていたのが、李箱である。その後の韓国文学に
おける李箱の影響は、直接的には見受けられないが、第二次大戦後、及び朝鮮戦争後に、
実存主義、不条理文学流行の風潮の中で、李箱も再評価がなされてきています。J
